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1年生は「むかしあそびのかい」を開催しました。地域の方々や祖父母など家族の皆様に来ていただ
いて、さまざまな遊びを体験しました。「はねつき」「お手玉」「おはじき」「あやとり」「けん
玉」「こま」「竹とんぼ」と7種類の遊びをしました。それぞれのコーナーでは、遊びの名人がすごい
技を見せてくださったり、遊び方やコツを教えてくださったりしました。1年生12人は楽しい遊びを
堪能しました。「あそび」は貴重な学びの場です。体や指先を使い、何度も何度も挑戦している子ど
もたちの姿を見ていると「あそび」の意味を改めて考えることができました。

「メディアとの付き合い方が難しくなってきた」と言われ続けてきましたが、その現状はなかなか
変わっていません。テレビ、ゲーム、ビデオ、Youtube…など、子どもたちを魅了して止まないもの
があふれています。学校ではクロムブックの活用を推進するなど、デジタル機器をいかに学習や生活
に生かしていくのかが課題でもあります。メディアやデジタル機器をうまく活用することと、自然や
文化に直接触れる体験をバランスよく経験できる場を工夫していきたいと思います。

すこやか委員会（学校保健員会）では、学校医の宗盛先生（山中医院）が「依存症」についてお話
しされました。ゲームなどへの依存が子どもたちに忍び寄っている現状を危惧しておられます。学校
でも、子どものころに経験しておきたいことを、できるだけ提供できるよう努力してまいります。

昔遊びの「名人」登場！！



1年間熱心に取り組んできた「和太鼓」の総仕上げ
は、5年生への引継ぎです。自分たちが培ってきた和
太鼓の技と思いを、後輩たちに託していきます。体育
館の寒さをものともせず気合の入った練習が続いてい
ます。

子どもたちの健やかな成長を願い、担任をはじめ全教職員が知恵を出し合って努力しているところです。保護
者・地域の皆様の温かいご支援、ご協力により、子どもたちの経験の幅が広がり、学びが豊かになっていきます。

1月24日、6年生が野々口駅周辺の
清掃活動に取り組みました。卒業を
前に、お世話になった地域の方々へ
の感謝の意味を込めて、掃除をしに
行きました。駅周辺には、傘やたば
この吸い殻、空き缶などのごみが落
ちていました。地域の方がきれいに
してくださっているのですが、人々
が集まる場所には、どうしてもごみ
の問題が発生するようです。子ども
たちは、活動に取り組むことで様々
な課題に気が付きます。この気づき
が問題意識となり、課題解決の方法
を考え、さらに行動へとつながって
いきます。6年生の問題意識は、学
校のトイレ問題にも目が向き、改善
策の提案とその実現に至る行動に結
びついています。

2月5日、4年生は「備前
焼」の食器で給食をいただ
きました。社会科で岡山県
の伝統文化「備前焼」につ
いて学習しました。食器が
変わると給食の雰囲気が全
く異なります。箸置きもつ
いていて本格的でした。栄
養教諭の有村先生が県学校
給食会に依頼し実現しまし
た。ご飯も「うま煮」もお
かわり続出でした。友達と
箸置きを見比べて、「色や
形が違う。勉強したとお
り。」という声もありまし
た。学習と結びつくタイム
リーな取組でした。

地域清掃活動

5年生に太鼓を引き継ぎます 避難訓練（緊急地震速報活用）

緊急地震速報音
を活用した避難訓
練を行いました。
地震はいつ起きる
か分かりませんが、
緊急地震速報が
鳴った時の対処法
を知っておくこと
は重要です。どん
な場所で地震に遭
遇するか分かりま
せん。初動で命を
守る行動がとれる
ように訓練をして
います。


